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性
腫
瘍
と
異
な

り
、
発
生
し
た

局
所
で
大
き
く

な
っ
て
周
囲
臓

器
に
浸
潤
す
る

だ
け
で
な
く
、

腫
瘍
が
大
き
く

な
る
過
程
の
ど
こ
か
で
血

管
や
リ
ン
パ
管
を
通
し
て

遠
く
離
れ
た
他
の
臓
器
に

病
気
が
拡
散
︵
遠
隔
転

移
︶
、
最
悪
の
場
合
は
死

に
至
る
こ
と
も
あ
る
病
気

で
す
。

■
前
立
腺
癌
と
は

　
前
立
腺
は
精
巣
で
産
生

さ
れ
る
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
で
成
長
し
て
精
液
を

産
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

細
胞
の
一
部
が
悪
性
化
し

た
の
が
前
立
腺
癌
で
あ

り
、
こ
の
発
生
に
も
男
性

ホ
ル
モ
ン
が
関
与
し
て
い

ま
す
︵
男
性
ホ
ル
モ
ン
依

存
性
癌
︶
。
癌
が
前
立
腺

内
に
と
ど
ま
る
初
期
状
態

      ■
は
じ
め
に

　
前
回
は
前
立
腺
に
つ
い

て
︵
膀
胱
の
直
下
に
尿
道

を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在

す
る
ク
ル
ミ
大
の
臓
器

で
、
隣
接
す
る
精
嚢
腺
と

と
も
に
精
液
を
産
生
す
る

男
性
特
有
の
臓
器
で
あ
る

こ
と
︶
と
、
前
立
腺
肥
大

症
に
つ
い
て
︵
前
立
腺
に

発
生
す
る
代
表
的
な
疾
患

で
、
良
性
腫
瘍
で
あ
る
が

尿
道
を
圧
迫
し
て
排
尿
障

害
の
原
因
と
な
り
治
療
が

必
要
で
あ
る
こ
と
︶
を
説

明
し
ま
し
た
。
今
回
は
前

立
腺
に
発
生
す
る
悪
性
腫

瘍
で
あ
る
前
立
腺
癌
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
一
般

に
悪
性
腫
瘍
︵
癌
︶
は
良

で
あ
る
限
局
癌
で
は
癌
特

有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
。
癌
が
増
大
し
て
尿
道

や
膀
胱
に
進
展
す
る
局
所

浸
潤
癌
に
な
る
と
排
尿
障

害
や
血
尿
の
原
因
に
な

り
、
癌
の
進
展
の
過
程
で

遠
隔
転
移
す
る
と
転
移
癌

へ
と
進
行
し
ま
す
。
骨
盤

骨
、
背
骨
、
肋
骨
な
ど
の

骨
へ
の
転
移
が
最
も
多
い

の
が
前
立
腺
癌
の
特
徴

で
、
腰
背
部
の
疼
痛
が
前

立
腺
癌
の
発
見
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
︻
図
１
︼
。

　
私
が
泌
尿
器
科
医
に
な

っ
た
1
9
7
6
年
頃
、
ア

メ
リ
カ
で
は
す
で
に
前
立

腺
癌
の
罹
患
率
︵
一
定
期

間
に
発
生
し
た
新
患
者
数

の
人
口
に
対
す
る
比
率
︶

が
1
位
で
し
た
が
、
わ
が

国
で
は
１０
位
く
ら
い
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
急

激
に
増
加
し
て
、
２
０
１

２
年
の
が
ん
・
統
計
白
書

で
は
２
０
２
０
年
か
ら
２

０
２
５
年
頃
に
罹
患
率
1

位
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た

予
測
︻
図
2
︼
に
反
し

て
、
２
０
１
５
年
に
9
万

８
４
０
０
人
が
前
立
腺
癌

に
罹
患
し
て
男
性
癌
の
1

位
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

背
景
に
前
立
腺
癌
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　
前
立
腺
癌
の
発
生
に
は

人
種
差
が
あ
る
と
さ
れ
、

黒
色
人
種
、
白
色
人
種
に

比
べ
て
黄
色
人
種
は
発
症

率
が
少
な
い
で
す
。
と
こ

ろ
が
ア
メ
リ
カ
に
住
む
日

本
人
や
日
系
人
の
前
立
腺

癌
の
発
生
率
は
日
本
に
住

む
日
本
人
よ
り
も
高
く
な

る
こ
と
か
ら
、
環
境
の
影

響
、
特
に
動
物
性
脂
肪
摂

取
量
が
悪
影
響
す
る
と
考

え
ら
れ
、
わ
が
国
の
食
生

活
の
欧
米
化
が
前
立
腺
癌

の
増
加
の
一
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
立
腺
癌
は
典

型
的
な
高
齢
者
癌
で
５０
歳

ま
で
の
発
症
は
珍
し
く
、

そ
れ
以
後
は
年
齢
と
と
も

に
急
激
に
罹
患
率
が
上
昇

し
ま
す
︻
図
３
︼
。
従
っ

て
、
わ
が
国
の
高
齢
化
が

前
立
腺
癌
の
罹
患
率
の
急

増
に
大
き
く
関
与
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
前
立
腺
癌
の
診

断
法
の
進
歩
が
あ
り
ま

す
。
前
立
腺
特
異
抗
原

︵
P
S
A
︶
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
︵
そ
の
癌
に
特
徴
的

な
癌
の
進
行
と
と
も
に
増

加
す
る
生
体
因
子
で
主
に

血
液
中
で
測
定
可
能
な
も

の
︶
と
し
て
の
有
用
性
か

ら
早
期
の
診
断
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
P
S
A
は

精
液
中
に
含
ま
れ
る
蛋
白

分
解
酵
素
で
健
康
な
人
の

血
液
に
も
微
量
存
在
し
ま

す
。
し
か
し
、
前
立
腺
癌

に
な
る
と
血
液
中
に
流
出

す
る
P
S
A
が
増
加
す
る

た
め
に
早
期
発
見
の
指
標

に
な
り
ま
す
。
P
S
A
は

少
量
の
採
血
で
検
査
が
出

来
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

一
般
医
療
機
関
で
対
応
で

き
ま
す
。
他
に
も
人
間
ド

ッ
ク
や
自
治
体
検
診
で
行

わ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま

す
。
P
S
A
値
が
基
準
値

を
超
え
た
場
合
、
前
立
腺

癌
と
前
立
腺
肥
大
症
や
前

立
腺
炎
な
ど
の
良
性
の
疾

患
を
鑑
別
す
る
た
め
に
泌

尿
器
科
専
門
医
を
受
診
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
前
立
腺
癌
の
診
断

　
前
立
腺
肥
大
症
と
前
立

腺
癌
と
を
鑑
別
す
る
方
法

と
し
て
は
、
①
直
腸
指
診

︵
肛
門
か
ら
指
で
前
立
腺

を

触

診

︶
、
②

血

清

P
S
A
値
の
測
定
、
③
超

音
波
検
査
、
④
核
磁
気
共

鳴
画
像
︵
M
R
I
︶
検
査

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

P
S
A
値
の
測
定
は
信
頼

性
が
高
く
、
前
立
腺
癌
の

早
期
発
見
に
大
変
有
用
で

す
。
P
S
A
値
が
基
準
値

︵
４
ng
/
㎖
︶
を
超
え
る

と
約
３０
％
、
１０
　

ng
/
㎖
〜

２０
　

ng
/
㎖
で
は
５０
％
程
度

で
前
立
腺
癌
と
診
断
さ
れ

ま
す
。
ま
た
P
S
A
値
が

１０
　

ng
/
㎖
以
下
で
診
断
さ

れ
た
多
く
は
限
局
癌
で

す
。

　
直
腸
指
診
で
は
前
立
腺

の
大
き
さ
や
硬
さ
、
表
面

の
性
状
を
、
超
音
波
検
査

で
は
前
立
腺
の
大
き
さ
、

形
、
前
立
腺

内
部
の
様
子

を
観
察
し
ま

す
。
診
断
の
確

定
に
は
超
音

波
を
用
い
て

前
立
腺
の
位

置
を
見
定
め

て
針
を
進
め
、

前
立
腺
の
組

織
を
一
部
採
取

︵
超
音
波
ガ
イ

ド
下
前
立
腺

針
生
検
︶
し
て

前
立
腺
癌
の

細
胞
の
存
在

を
確
認
お
よ

び
癌
の
悪
性
度
の
評
価

︵
病
理
診
断
︶
を
し
ま

す
。
通
常
は
１０
〜
１２
カ
所

の
組
織
を
採
取
し
ま
す
。

最
近
で
は
あ
ら
か
じ
め

M
R
I
検
査
を
し
て
癌
の

局
在
の
予
測
を
し
て
か
ら

針
生
検
を
す
る
こ
と
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
前
立
腺
癌
の
病
理
診
断

が
確
定
し
た
ら
、
病
巣
の

広
が
り
︵
局
所
進
展
、
リ

ン
パ
節
転
移
、
骨
転
移
な

ど
︶
を
調
べ
る
た
め
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

法
︵
C
T
︶
、
M
R
I
、
ラ

ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

︵
R
I
︶
検
査
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
す
︵
病
期

診
断
︶
。
以
上
の
診
断

が
確
定
し
た
ら
治
療

選
択
へ
移
行
し
ま
す
。

な
お
、
癌
の
診
断
に
至

ら
な
け
れ
ば
定
期
的

に
P
S
A
検
査
を
し
な

が
ら
経
過
観
察
と
な

り
ま
す
︻
図
4
︼
。

■
前
立
腺
癌
の
治
療

　
前
立
腺
癌
は
比
較

的
お
と
な
し
い
も
の
か

ら
、
悪
性
度
が
高
く
進

行
の
速
い
癌
ま
で
幅

広
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
に
多
い
の

で
治
療
の
負
担
と
生

活
の
質
︵
Q
O
L
︶
に

も
配
慮
が
必
要
で
す
。

癌
の
進
行
度
、
悪
性
度
、

年
齢
、
全
身
状
態
な
ど
を

考
え
て
主
治
医
と
よ
く
相

談
し
て
治
療
法
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

①
無
治
療
経
過
観
察
︵
待

機
療
法
あ
る
い
は
P
S
A

監
視
療
法
︶

　
悪
性
度
が
低
く
比
較
的

お
と
な
し
い
癌
で
前
立
腺

内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場

合
、
す
ぐ
に
治
療
を
行
う

の
で
は
な
く
、
P
S
A
値

の
推
移
を
見
な
が
ら
治
療

開
始
時
期
を
決
め
る
治
療

方
針
で
す
。

②
手
術
療
法

　
前
立
腺
と
隣
接
す
る
精

嚢
腺
の
両
方
を
摘
出
し
、

膀
胱
と
尿
道
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
手
術
で
す
。
前
立

腺
に
癌
が
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
根
治
治
療
が
期
待
で

き
ま
す
。
手
術
療
法
は
開

腹
手
術
、
腹
腔
鏡
下
手

術
、
近
年
急
速
に
普
及
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡

下
前
立
腺
全
摘
除
術

︵
R
A
L
P
︶
が
あ
り
ま

す
。
手
術
法
は
大
変
進
歩

し
て
、
術
後
の
合
併
症
の

頻
度
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

③
放
射
線
療
法

　
放
射
線
を
照
射
し
て
、

癌
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
治

療
で
す
。
限
局
癌
で
は
手

術
と
同
等
の
根
治
が
期
待

泌
尿
器
科
の
話
③

前
立
腺
癌

で
き
ま
す
。
放
射
線
療
法

に
は
、
体
の
外
か
ら
放
射

線
を
あ
て
る
外
部
照
射
療

法
と
、
前
立
腺
に
放
射
線

源
を
埋
め
込
む
方
法
︵
ブ

ラ
キ
セ
ラ
ピ
ー
︶
が
あ
り

ま
す
。
局
所
浸
潤
癌
に
も

内
分
泌
療
法
と
併
用
し
て

応
用
さ
れ
ま
す
。

④
内
分
泌
療
法

　
内
分
泌
療
法
は
、
前
立

腺
が
男
性
ホ
ル
モ
ン
に
依

存
し
て
い
る
性
質
を
考
慮

し
て
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

作
用
を
抑
え
、
前
立
腺
癌

細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る

治
療
で
、
全
て
の
病
期
に

効
果
が
期
待
で
き
る
前
立

腺
癌
の
基
本
治
療
で
す
。

精
巣
を
残
し
た
ま
ま
で
男

性
ホ
ル
モ
ン
の
産
生
を
抑

え
る
皮
下
注
射
製
剤
や
内

服
薬
の
抗
男
性
ホ
ル
モ
ン

剤
で
の
治
療
が
一
般
的
で

す
。
こ
れ
ら
の
内
分
泌
療

法
の
効
果
は
明
ら
か
で
、

８０
％
以
上
の
癌
は
非
常
に

小
さ
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
長
期
治
療
中
に

次
第
に
内
分
泌
療
法
の
効

果
が
低
下
し
、
再
び
癌
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
再
燃

︵
再
発
︶
癌
に
新
規
の
内

分
泌
療
法
薬
や
抗
癌
剤
に

よ
る
化
学
療
法
が
行
わ

れ
、
生
存
期
間
の
延
長
と

Q
O
L
の
改
善
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑤
化
学
療
法

　
全
身
療
法
で
あ
り
、
抗

癌
剤
を
用
い
て
癌
細
胞
を

攻
撃
し
死
滅
さ
せ
る
治
療

法
で
す
。
一
般
に
こ
の
治

療
は
、
手
術
や
放
射
線
治

療
後
の
再
発
・
転
移
が
み

ら
れ
た
場
合
や
、
内
分
泌

療
法
が
無
効
に
な
っ
た
場

合
に
行
わ
れ
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
５０
歳

以
上
の
男
性
の
７５
％
が
少

な
く
と
も
１
回
は
P
S
A

検
査
を
受
け
て
お
り
、
前

立
腺
癌
の
死
亡
率
は
２
０

１
０
年
に
は
１
９
９
０
年

と
比
較
し
て
４５
％
も
低
下

し
て
い
ま
す
。
P
S
A
検

査
を
受
け
る
こ
と
の
利
益

は
、
前
立
腺
癌
が
転
移
し

た
進
行
癌
の
状
態
で
発
見

さ
れ
る
リ
ス
ク
や
、
前
立

腺
癌
で
死
亡
す
る
リ
ス
ク

が
下
が
る
こ
と
で
す
。
一

部
に
過
剰
診
療
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
P
S
A

値
は
早
期
前
立
腺
癌
の
診

断
に
有
用
で
す
の
で
、
５０

歳
を
過
ぎ
た
ら
一
度
は

P
S
A
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

︿
梶
川
病
院
︵
広
島
市
西

区
天
満
町
︶
中
原
満
　
医

師
﹀

中原満　医師

前立腺癌の進み方【図１】

前立腺癌と罹患者数の増加（将来予測）【図２】

前立腺癌の年齢別罹患率（2013年）

人
口
１０
万
人
あ
た
り
の
罹
患
率

年
次
別
癌
罹
患
者
数

【図３】

前立腺癌診断の流れ【図4】
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